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は じ め に

　本書は、ドイツにおける神秘的・敬虔的思想の諸相を、神学的および言語

的に考察したものである。本篇は十章よりなり、ほぼ時代順に並べられてい

る。各章はそれぞれ内容的に完結しているので、独立して読んでいただける

と思う。

　取りあげた主要人物（或は運動）を時代順にあげると、ゾイゼ、タウラー、

ルター、アルノルト、フィラデルフィア運動、エーティンガー、ヘーゲル、

ヘルダーリン、聖化運動となる。これから分かるように、ドイツ神秘主義も

取り扱ったが、力点が置かれているのはむしろプロテスタント圏の思想家、

神学者、詩人たちである。特に、わが国ではほとんど未開拓の分野である敬

虔主義に注目した。即ち、敬虔主義の個別研究（アルノルト、フィラデルフ

ィア運動、エーティンガー）や、神学的・敬虔主義的視点からのヘルダーリ

ン論、更に敬虔主義を継承する聖化運動やゲマインシャフト運動を論ずるこ

とによって、敬虔主義的思想の神秘的・敬虔的な特質を明らかにした。

　キリスト教神秘思想と言うとすぐに、カトリックないし東方キリスト教会

の神秘思想を連想するのが普通であるが、プロテスタントにも神秘思想の伝

統は受け継がれているのである。この点に関しては、クラウス・エーベルト

編纂の『プロテスタントの神秘主義』 1 やゲールハルト・ヴェーア編纂の『プ

ロテスタントにおける神秘主義』 2 といったテキストの抜粋集がドイツでも

刊行されているので、納得していただけるであろう。本書で取り扱ったルタ

ー、アルノルト、エーティンガー、ヘーゲルは上の二冊のどちらにも収録さ

れ、更にヘルダーリンも後者に収録されている。

　第10章に関して、ひとこと付言しておきたい。この章の基になるのは筆者

 1  Ebert, Klaus （Hrsg.）: Protestantische Mystik. Von Martin Luther bis Friedrich D. 

Schleiermacher. Eine Textsammlung. Weinheim 1996.
 2  Wehr, Gerhard: Mystik im Protestantismus. Von Luther bis zur Gegenwart. München 

2000.
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の最も初期の習作的論文であり、しかもそこで取り扱った三人の神学者・思

想家はすべてドイツ人ではないが、あえて最終章として収録させていただい

た。この章は滝沢神学に収束しており、滝沢神学は筆者の思想的出発点であ

るばかりでなく、本書の他の章とも何らかの意味で関連しているからであ

る。

　なお付録として、ゲーテとヘーベルに関する小品二篇と、現在の著者の研

究課題である「プロテスタントにおける雅歌の翻訳と解釈」の中でも時代的

にかなり古く、資料的価値があると思われる「ピスカートア聖書における雅

歌」を収録した 3 。

　本書で使用した記号等について。

　傍点および下線はすべて筆者（芝田）による。また〔　〕は筆者による補

足説明である。その他は一般の慣例に従った。

 3  初期新高ドイツ語の文例を収録した次の読本には、ルター聖書を含む 4種の聖書
翻訳の一つとしてピスカートア聖書が収録されている。Reichmann, O. u. Wegera, 

K.-P. （Hrsg.）: Frühneuhochdeutsches Lesebuch. Tübingen 1988.
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